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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯蔵室と、前記貯蔵室に設置されたチルド室と、を備え、
　前記チルド室は、外郭部材と、前記外郭部材を開閉する蓋部材と、食品を貯蔵する引出
容器と、を備えた冷蔵庫において、
　前記外郭部材の天井の後方に形成された開口部と、前記開口部内を含む領域に取り付け
られて該開口よりも前記外郭部材の内側に設けられている筒状の透光性部材と、前記外郭
部材の外側に設けられて前記透光性部材によって覆われる照明装置と、を有し、
　少なくとも前記透光性部材の側面の一部は前記外郭部材の内面より内側へ露出すること
を特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記チルド室は、減圧ポンプを有し、
　前記透光性部材は、前記開口部にシール部材を介して取り付けられ、
　前記照明部材を覆い、かつ前記シール部材を圧縮変形させるカバー部材を備える冷蔵庫
。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記カバー部材は、排水スリットを備える冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　冷蔵庫では、チルド室を備えたものが提案されている。例えば、下記特許文献１では、
外郭部材の後壁に形成された開口縁に設けた溝部と、この開口を閉塞する透光性部材と、
この透光性部材の外方に対向して設けた照明装置と、を備えた冷蔵庫が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－３４６５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の冷蔵庫では、照明装置の位置が後壁の下側であるた
め、使用者に対しての光の視認性が低い。さらに、照明装置だけでなく透光性部材も外郭
部材の外側に位置しているため、光がチルド室内に広がり難い。
【０００５】
　本発明は、前記従来の問題を解決するものであり、視認性を向上させたチルド室を有す
る冷蔵庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、貯蔵室と、前記貯蔵室に設置されたチルド室と、を備え、前記チルド室は、
外郭部材と、前記外郭部材を開閉する蓋部材と、食品を貯蔵する引出容器と、を備えた冷
蔵庫において、前記外郭部材の天井の後方に形成された開口部と、前記開口部に取り付け
られる透光性部材と、前記透光性部材によって覆われる照明装置と、を有し、前記照明装
置は前記外郭部材の外側に位置するとともに、前記透光性部材の一部は前記外郭部材の内
面より内側へ露出することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、視認性を向上させたチルド室を有する冷蔵庫を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明を適用した実施形態の冷蔵庫を前方から見た斜視図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面概念図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【図４】チルド室を斜め前上方から見た斜視図である。
【図５】図４に示すチルド室のＣ方向矢視概念図である。
【図６】（ａ）は外郭部材の後壁上方に開口を設けたＤ－Ｄ線断面図であり、（ｂ）はＥ
詳細図である。
【図７】透光性部材の斜視図である。
【図８】（ａ）はカバー部材の斜視図であり、（ｂ）はＦ－Ｆ線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照して説明する。
【００１０】
　図１は、本発明を適用した実施形態の冷蔵庫を前方から見た斜視図であり、図２は、図
１のＡ－Ａ線断面概念図である。
【００１１】
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　図１及び図２に示すように、本実施形態の冷蔵庫１は、最上部に６℃前後の冷蔵温度帯
の貯蔵室である冷蔵室２、最下部に６℃前後の冷蔵温度帯の貯蔵室である野菜室５がそれ
ぞれ配置され、冷蔵室２と野菜室５との間には、これらの両室と断熱的に仕切られた０℃
以下の冷凍温度帯（例えば、約－２０℃～－１８℃の温度帯）の冷凍室である製氷室３ａ
，急冷凍室３ｂ、および冷凍室４が、図２に示すように、それぞれ仕切り壁ｋ１，ｋ２，
ｋ３により区画され配置されている。
【００１２】
　冷蔵庫１は、前面に冷蔵室２、製氷室３ａ、急冷凍室３ｂ、冷凍室４および野菜室５の
前面開口部を閉塞する断熱構成の扉６～１０が設けられ、扉６～１０を除く外周筐体部は
、鋼板製の外箱１１と樹脂製の内箱との間に外気との断熱を図るウレタン発泡断熱材及び
真空断熱材（図示せず）を有し構成されている。
【００１３】
　冷蔵室２の前面開口部を閉塞する冷蔵室扉６（６ａ，６ｂ）は、観音開き式の両開きの
扉で構成されており、一方、製氷室３ａの前面開口部を閉塞する製氷室扉７，急冷凍室３
ｂの前面開口部を閉塞する急冷凍室扉８、冷凍室４の前面開口部を閉塞する冷凍室扉９、
および野菜室５の前面開口部を閉塞する野菜室扉１０は、貯蔵室内の容器がともに引き出
される引き出し式の扉によって構成されている。
【００１４】
　冷蔵庫１には、上記冷凍および冷蔵を行うための冷凍サイクルが、圧縮機，凝縮器，キ
ャピラリチューブおよび冷媒の気化熱を奪い冷却源となる蒸発器、そして、再び圧縮機の
順に接続し構成されている。
【００１５】
　この冷却源となる蒸発器は、冷凍室３，４の後方に設置され、送風ファンによって、蒸
発器の冷気が、製氷室３ａ、急冷凍室３ｂ、冷凍室４に送られるとともに、冷蔵温度以下
になると閉塞する開閉可能なダンパ装置を介して、冷蔵室２および野菜室５の各貯蔵室へ
と送られている。なお、冷気は、各貯蔵室を冷却した後に循環される冷気の循環構造を有
しており、冷蔵室２、製氷室３ａ、急冷凍室３ｂ、冷凍室４および野菜室５が、温度セン
サを用いた制御装置による温度制御によって、所定の温度に維持されている。
【００１６】
　図１のＢ－Ｂ線断面図の図３に示すように、冷蔵室扉６ａは、支軸Ｓ１を中心に回転自
在に支持されており、飲み物等を入れるポケット状の半透明の樹脂成型のドア収納６ａ１
が内部側に突設されるとともに、その裏面には、ねじりコイルバネの付勢力およびガイド
により揺動自在に構成された回転仕切り６ａ２が設けられている。
【００１７】
　この回転仕切り６ａ２は、冷蔵室扉６ａ，６ｂの閉塞時（図１参照）には左側の冷蔵室
扉６ａに沿った位置で冷蔵室扉６ａ，６ｂ間からの冷気の漏出を防止し、一方、冷蔵室扉
６ａの開放時には冷蔵室扉６ａの厚み方向（二点鎖線で示す）に回動し利用者の邪魔にな
らにないように構成されている。
【００１８】
　また、右側の冷蔵室扉６ｂは、支軸Ｓ２を中心に回動自在に支持されており、飲み物等
を入れるポケット状の半透明の樹脂成型のドア収納６ｂ１が内部側に突設されている。
【００１９】
　図３に示すチルド室は、チルド温度帯(例えば、約０～２℃の温度帯)で維持される。
【００２０】
　図３に示すように、冷蔵室扉６ｂを閉じた状態において、冷蔵室扉６ｂのドア収納６ｂ
１とチルド室１３のチルド室蓋１６間には、所定のスペースが形成され、互いに接触しな
いように構成されている。そして、両開き扉の一方の扉である冷蔵室扉６ｂの幅と同じか
それよりも狭い幅の箱状でチルド室１３は構成されている。
【００２１】
　図４は、チルド室１３の構成を斜め前上方から見た斜視図である。
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【００２２】
　チルド室１３は、上面および前面に開口部を有し扁平である奥方に長い略直方体状の外
郭部材(収納部)１４と、前方および後方に内部の貯蔵物を出し入れするために開閉する蓋
部材であるチルド室蓋１６と、を有している。
【００２３】
　外郭部材１４は、ＡＢＳ（アクリロニトリル，ブタジエン，スチレンを含む樹脂）、Ａ
Ｓ（アクリロニトリル，スチレンを含む樹脂）等を用いて樹脂成形され、左右側面壁１４
ａ，１４ｂ，底面壁１４ｃ，後面壁１４ｄ（図３参照）、および前面壁１４ｅを有した上
面および前面を開口した形状に形成されている。
【００２４】
　図５は、図４に示すチルド室１３のＣ方向矢視概念図である。
【００２５】
　図５に示すように、チルド室蓋１６は、正面視において略長方形状を呈し、かつ、左右
方向に細長い形状を呈している。また、チルド室蓋１６には、開閉ハンドル２６が設けら
れている。チルド室蓋１６の背面には、閉じた際に、外郭部材１４に当接する内周縁部に
弾性材のパッキン１６ｐが配設されており、このパッキン１６ｐが外郭部材１４とチルド
室蓋１６間のシールを行っている。
【００２６】
　次にＬＥＤ基板等の照明装置４６の取り付け構造について説明する。図６（ａ）は外郭
部材１４の後壁上方に開口部を設けた側断面図である。図６（ｂ）は図６（ａ）のＥ部分
拡大図である。図７は、透光性部材４３の斜視図である。図８は、カバー部材４５の斜視
図である。
【００２７】
　ＬＥＤおよび基板などを有する照明装置４６は、図６に示すように、外郭部材１４とは
別な透光性部材４３に固定される。さらに、照明装置４６を覆うカバー部材４５が、外郭
部材１４の開口縁に外側から固定される。ここで、透光性部材４３は、外郭部材１４の壁
面方向に延びる縁部４３ｆを有しており、この縁部４３を外郭部材１４とカバー部材４５
とで挟み込むことで、外郭部材１４に対して透光性部材４３が固定される。
【００２８】
　また、図７に示すように透光性部材４３には、導光板の役割を果たす円筒部４３ａを設
けている。円筒部４３ａにシール部材４２を挿入することで、外郭部材１４の開口部にお
ける密閉性を向上させ、図示しない減圧ポンプを駆動したときにチルド室１３内が減圧で
きるようにしている。
【００２９】
　透光性部材４３には、図７に示す係止片４３ｂ，４３ｃを設けている。係止片４３ｂ，
４３ｃは、外郭部材１４の逆側（外側）に突出しており、側断面がＬ字状部である。この
Ｌ字状部に照明装置４６を上から下に向けて押すと、係止片４３ｂ、４３ｃの端部側が押
し広げられる。その後、照明装置４６が所定位置に来ると、係止部４３ｂ、４３ｃの端部
側には、弾性的に照明装置４６を透光性部材４３側に押さえ付ける力が作用して、照明装
置４６を固定される。
また、図６に示すように、照明装置４６と、シール部材４２を設けた透光性部材４３と、
を外郭部材１４の後壁上方の開口縁に嵌め込み、シール性を保つ構造としている。シール
部材４２は、シリコンなどの柔軟性材料で形成されている。
【００３０】
　図８に示すように、カバー部材４５には、外郭部材１４に固定するための第一の爪４５
ａ、第二の爪４５ｂを設けている。照明装置４６付近は、空気の流れが少なく露が付着し
易い。そこで、露が付着した場合でも、水滴が下方向に流下してスリット４５ｄから排出
されるので、露が照明装置４６付近に溜まらず、短絡し難くい構造となっている。
【００３１】
　第二の爪４５ｂは、カバー部材４５の下方に突出して、先端に鉤状部を有する。この第
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二の爪４５ｂの鉤状部が、外郭部材１４の後壁の開口縁の下部に設けた穴部に引掛けられ
る。次に、第一の爪４５ａも先端に鉤状部を有し、外郭部材１４の後壁の開口縁の上部に
設けた穴部に、この鉤状部が嵌め込まれる。これにより、外郭部材１４の後壁に形成した
開口縁に、カバー部材４５を固定できる。カバー部材４５を外郭部材１４に固定すると、
カバー部材４５の凸部４５ｃが透光性部材４３のリブ４３ｄを押さえ付け、透光性部材４
３を外郭部材１４の開口縁に対して押さえ付けられる。このとき、透光性部材４３と外郭
部材１４との間に介在するシール部材４２が圧縮変形することで、外郭部材１４が変形し
てもチルド室１３内の密閉性を良好に保つことが可能となっている。
【００３２】
　本実施形態では、透光性部材４３が外郭部材１４に対して弾性支持されているので、減
圧ポンプを駆動させてチルド室１３内を減圧して、外郭部材１４に変形が生じても、開口
４１の密閉性を保つことができる。ここで、外郭部材１４の後壁の面積は、外郭部材１４
の側壁、上壁、下壁の面積に比べて小さい。そのため、外郭部材１４に均一に減圧荷重が
加わった場合には、後壁が最も変形し難くなっている。そのため、開口４１を後壁に設け
ることで、減圧時でも変形量が少なくでき、カバー部材４５によって密閉性を保つのに好
適である。
【００３３】
　また、外郭部材１４の背面側にはチルド室用の冷気戻り口が設けられており、照明装置
４６等が設置される外郭部材１４の後壁は、この冷気戻り口に近い。さらに、チルド室１
３は密閉されているので、チルド室１３内は冷気の流れが殆どない。そのため、外郭部材
１４の後壁面に、露および霜付が発生しやすい。しかし、ＬＥＤの基板等を有する照明装
置４６に通電することで発熱すると、後壁面が保温でき、結露を防止する効果もある。
【００３４】
　ここで、露付きが生じた場合であっても、図６のように、開口４１が外郭部材１４の後
方上部にある角部に形成されており、透光性部材４３および照明装置４６が斜めに取り付
けられているので、露が照明装置４６側へ流れることを回避できる。
【００３５】
　また、本実施形態では、照明装置４６は外郭部材１４の外側に位置しているものの、透
光性部材４３の一部が外郭部材１４の内面より内側へ露出しているので、照明装置４６か
らの光がチルド室１３内に広がりやすく、視認性が向上している。また、透光性部材４３
が天井の後方にあるため、外郭部材１４内に透光性部材４３の円筒部４３aが露出してい
ても、油などが付着し難くなっている。なお、透光性部材４３の円筒部４３ａの下方の周
方向側面４３ｅには、シボ加工が施されているので、光が柔らかくなっている。
【００３６】
　さらに、本実施形態のカバー部材４５は、製造時にチルド室１３を持って作業する際に
見えやすい所に設置されているため、作業者が組み立て時に冷蔵庫の内箱等の構造物に誤
ってぶつけ難く、照明装置４６等が破損するのを抑制する効果もある。
【００３７】
　また、本実施形態の外郭部材１４の外側には、減圧したときの圧力に耐えられるように
複数の補強リブが形成されており、この補強リブの高さ範囲内に照明装置４６が設置され
ている。このため、チルド室１３の内容積を小さくしなくても、照明装置４６を設置する
ことができる。
【符号の説明】
【００３８】
　１３　チルド室
　１４　外郭部材（収納部）
　１６　チルド室蓋
　１７　容器
　４１　開口
　４２　シール部材
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　４３　透光性部材
　４３ａ　円筒部
  ４３ｂ，ｃ 係止片
  ４３ｄ　リブ
　４５　カバー部材
　４５ａ　第一の爪
　４５ｂ　第二の爪
　４５ｃ　凸部
　４６　照明装置

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】
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